
次々期会長候補適任者は平井敏博評議員に決定

日本補綴歯科学会の次々期会長候補適任者の選出にかかわる選挙が，細井紀雄

選挙管理委員長のもと行われ，平井敏博評議員（北海道医療大学歯学部歯科補綴

学第1講座 教授）が選出された．

平成16年6月7日の第1回投票（評議員236名へ推薦用紙送付，6月9日開

票，有効投票数204票）で，得票数上位3名は平井敏博，三浦宏之，渡辺 誠

（五十音順）の3氏となり，渡辺 誠氏が辞退されたため，平井敏博，三浦宏之

両氏を被推薦者として，7月12日に第2回投票（評議員236名へ選出用紙送付，

7月14日開票，有効投票数205票，白票4票，無効投票数0票）が行われた．

第2回投票の選挙結果は平井敏博氏 154票，三浦宏之氏 47票であり，日本補

綴歯科学会細則『役員の選出に関する内規』により，過半数である103票以上を

得た平井敏博氏が次々期会長候補適任者として選出された．

平成18年度からの「学術大会の年1回開催」と，法人化へむけての

本学会の「解散および清算に関する会則改正」を総会で承認

昨年秋に長野市で開催された平成15年臨時総会（第110回学術大会時）で「社団法人の取得」の議

決がなされ，法人設立にかかわる諸々の作業・準備が進められている．

本年4月には，平成16年2月20日開催の理事会決定を受けて，前鳥取大学事務局長 鈴木保典氏を

本学会事務局長として迎えるとともに，(財)口腔保健協会から事務室を借り受け，独立した事務所を設

置した．

法人化には，まず「定款」の策定が必要である．また，前執行部からの懸案事項である「学術大会の

年1回化」の議論をあわせて進めることになっている．さる5月に東京都で開催された平成16年度定

例総会（第111回学術大会時）において， 学術大会の年1回開催」と，法人化準備にかかわる諸事項

の1つである「任意団体である本学会の解散および清算に関する会則改正」が承認された（文末参照)．

学術大会の年1回実施」においては，1）学会のアクティビティーを下げないこと，2）支部の独自

性を確保すること，3）生涯学習公開セミナーの一層の充実を図ることを基本原則とすることが確認さ

れている．さらに各支部の活動が今以上に重要となるため，平成15年8月30日と平成16年1月31日

の2回の支部長会で，① 総会時学術大会と支部学術大会の役割分担などを含む支部会のあり方につい

て，② 支部学会の開催時について，③ 支部学会開催にかかわる経費などを含む会計について，④ 支

部学会の発表内容と形式について，⑤ 認定医関連について，などの議論が進められたが，今後さらに

会員の えや意見，要望を反映できる支部学会の運営，発表形式，当日会費などについても検討を進め

ていく予定である．
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